
別表４　人間科学部心理臨床・子ども学科

心理臨床コース

専門教育科目（その１）

前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

心理学概論 2 2 ◎ ◎ ◎

心理学統計基礎演習 2 2 〇 〇

臨床心理学概論 2 2 ◎ 〇 〇

心理学統計法 2 2 ◎ 〇 〇

公認心理師の職責 2 2 ◎

心理学実験 2 2 2 ◎ ◎ ◎

心理学研究法 2 2 ◎ 〇 〇

心理学基礎演習 2 2 〇 〇

心理調査概論 2 2 ◎

対人関係論 2 2 〇 〇

学習・言語心理学 2 2 ◎ 〇 〇

教育・学校心理学（A） 2 2 ◎ 〇 〇

コミュニケーションの心理学 2 2 〇 〇

神経・生理心理学 2 2 ◎ 〇 〇

司法・犯罪心理学 2 2 ◎ 〇 〇

知覚・認知心理学 2 2 ◎ 〇 〇

社会・集団・家族心理学 2 2 ◎ 〇 〇

感情・人格心理学 2 2 ◎ 〇 〇

心理的アセスメント 2 2 ◎

教育・学校心理学（B） 2 2 ◎ 〇 〇

心理学課題実験 2 2 2 ◎ ◎

青年心理学 2 2 〇 〇

発達心理学 2 2 ◎ 〇 〇

心理学英書講読Ⅰ 2 2

心理学専門演習1 2 2

産業・組織心理学 2 2 ◎ 〇 〇

障害者・障害児心理学 2 2 ◎ 〇 〇

福祉心理学 2 2 ◎

健康・医療心理学 2 2 ◎ 〇 〇

心理学英書講読Ⅱ 2 2

心理学専門演習2 2 2

医学入門（人体の構造と機能及
び疾病）

2 2 ◎

心理学応用解析 2 2 〇 〇

精神疾患とその治療 2 2 ◎

関係行政論 2 2 ◎

心理学専門演習3 2 2 ◎ ◎

心理学専門演習4 2 2 ◎ ◎

心理学的支援法 2 2 ◎

心理学上級演習 2 2 ◎

心理演習 2 2 ◎

心理実習Ⅰ 2 4 ◎

心理実習Ⅱ 2 4 ◎

資格取得に必要なもの

◎必修科目、○選択科目

コース

科
目
分
類

授 業 科 目 の 名 称

 単位数 授  業  時  間  数 公
認
心
理
師

（

心
理
調

査
）

認
定
心

理
士

認
定
心
理
士

備  考必
　
修

選
択
必
修

選
　
択

自
己
開
発

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

心
　
理
　
臨
　
床
　
コ
　
ー
　
ス

心
理
学
専
門
基
礎
科
目

心
理
学
専
門
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目

心
理
学
専
門
発
展
科
目

心
理
学
専
門
実
践
科
目

保育・幼児教育コース／初等教育コース

専門教育科目（その２）

前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

社会福祉 2 2 ◎

保育原理 2 2 ◎

音楽表現基礎Ⅰ 2 2 2 ● ●

保育内容総論 2 2 2 ◎

保育内容Ⅰ(健康) 2 2 ◎ ◎

社会的養護Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○

身体活動表現基礎 2 2 2 ● ●

保育内容Ⅱ(人間関係) 2 2 ◎ ◎

保育内容Ⅳ(言葉) 2 2 ◎ ◎

音楽表現基礎Ⅱ 2 2 2 ● ●

保育者論 2 2 2 ◎

子どもの理解と援助 2 2 ◎

子ども家庭支援論 2 2 2 ◎

子ども家庭福祉 2 2 2 ◎ ○ ○

造形表現基礎 2 2 2 ● ●

保育内容Ⅲ(環境) 2 2 ◎ ◎

保育内容Ⅴ(表現) 2 2 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅰ（健康） 1 1 1 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅱ（人間関係） 1 1 1 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅲ（環境） 1 1 1 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅳ（言葉） 1 1 1 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅴ（表現） 2 2 2 ◎ ◎

子どもの食と栄養 2 2 2 ◎

乳児保育Ⅰ 2 2 ◎

乳児保育Ⅱ 2 2 ◎

子どもの保健 2 2 2 ◎

保育の心理学 2 2 ◎

障害児保育 2 2 ◎

社会的養護Ⅱ 2 2 2 ◎

保育計画と評価 2 2 ◎

子ども家庭支援の心理学 2 2 ◎

子育て支援 2 2 ◎

子どもの健康と安全 2 2 ◎

保育実践演習 2 2 ◎

保育実習指導Ⅰ 2 1 1 ◎

保育実習Ⅰa 2 4 ◎

保育実習Ⅰb 2 4 ◎

保育実習指導Ⅱ 2 1 1 ◎

保育実習Ⅱ 2 4 ○

保育実習Ⅲ 2 4 ○

教職におけるICTの活用法及び指導法 1 2 ◎

体験実習指導Ⅰ 1 2 ● ● ●

体験実習指導Ⅱ 1 2 ● ● ●

スポーツ学基礎論 2 2 ◎ ◎ ◎

初等教職入門 2 2 2 ○ ◎ ◎

幼児理解 2 2 2 ○ ◎

教育原理 2 2 2 ◎ ◎ ◎

教育心理学 2 2 2 ◎ ◎

免許・資格取得に必要なもの ●：各資格、免許を取得する学生は、必ず単位を修得しなければな
らない科目◎必修科目、○選択科目

コース

科
目
分
類

授 業 科 目 の 名 称

 単位数 授  業  時  間  数

保
育
士

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

備　　考必
　
修

選
択
必
修

選
　
択

自
己
開
発

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

保
育
・
幼
児
教
育
コ
ー

ス
／
初
等
教
育
コ
ー

ス

専
門
基
礎
科
目

※4

※保育・幼児教育コース必修科目

本科目は教職の「養護原理」兼ねる

※4

「特別支援教育概論」との共有科目。同時履修不可

※4

「教職実践演習」との共有科目。同時履修不可

2年次前・後期に、隔週で実施

専
門
学
術
科
目

※保育・幼児教育コース必修科目

専
門
基
礎
科
目

スポーツ健康学科科目

※4

「幼児理解」との共有科目。同時履修不可

※保育・幼児教育コース必修科目
「子どもの理解と援助」との共有科目。同時履修不可

※保育・幼児教育コース必修科目
※初等教育コース必修科目
※初等教育コース必修科目
「保育の心理学」との共有科目。同時履修不可

※4

「教育課程論」との共有科目。同時履修不可

※初等教育コース必修科目

※4

※4

※4

※4

※4
本科目は教職の「児童福祉」兼ねる

※4

※4

「教育心理学」との共有科目。同時履修不可

3年次前・後期に、隔週で実施

※4

※4

どちらか一方を選択どちらか一方を選択
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保育・幼児教育コース／初等教育コース

専門教育科目（その２）

前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

社会福祉 2 2 ◎

保育原理 2 2 ◎

音楽表現基礎Ⅰ 2 2 2 ● ●

保育内容総論 2 2 2 ◎

保育内容Ⅰ(健康) 2 2 ◎ ◎

社会的養護Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○

身体活動表現基礎 2 2 2 ● ●

保育内容Ⅱ(人間関係) 2 2 ◎ ◎

保育内容Ⅳ(言葉) 2 2 ◎ ◎

音楽表現基礎Ⅱ 2 2 2 ● ●

保育者論 2 2 2 ◎

子どもの理解と援助 2 2 ◎

子ども家庭支援論 2 2 2 ◎

子ども家庭福祉 2 2 2 ◎ ○ ○

造形表現基礎 2 2 2 ● ●

保育内容Ⅲ(環境) 2 2 ◎ ◎

保育内容Ⅴ(表現) 2 2 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅰ（健康） 1 1 1 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅱ（人間関係） 1 1 1 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅲ（環境） 1 1 1 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅳ（言葉） 1 1 1 ◎ ◎

保育内容の理解と方法Ⅴ（表現） 2 2 2 ◎ ◎

子どもの食と栄養 2 2 2 ◎

乳児保育Ⅰ 2 2 ◎

乳児保育Ⅱ 2 2 ◎

子どもの保健 2 2 2 ◎

保育の心理学 2 2 ◎

障害児保育 2 2 ◎

社会的養護Ⅱ 2 2 2 ◎

保育計画と評価 2 2 ◎

子ども家庭支援の心理学 2 2 ◎

子育て支援 2 2 ◎

子どもの健康と安全 2 2 ◎

保育実践演習 2 2 ◎

保育実習指導Ⅰ 2 1 1 ◎

保育実習Ⅰa 2 4 ◎

保育実習Ⅰb 2 4 ◎

保育実習指導Ⅱ 2 1 1 ◎

保育実習Ⅱ 2 4 ○

保育実習Ⅲ 2 4 ○

教職におけるICTの活用法及び指導法 1 2 ◎

体験実習指導Ⅰ 1 2 ● ● ●

体験実習指導Ⅱ 1 2 ● ● ●

スポーツ学基礎論 2 2 ◎ ◎ ◎

初等教職入門 2 2 2 ○ ◎ ◎

幼児理解 2 2 2 ○ ◎

教育原理 2 2 2 ◎ ◎ ◎

教育心理学 2 2 2 ◎ ◎

免許・資格取得に必要なもの ●：各資格、免許を取得する学生は、必ず単位を修得しなければな
らない科目◎必修科目、○選択科目

コース

科
目
分
類

授 業 科 目 の 名 称

 単位数 授  業  時  間  数

保
育
士

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

備　　考必
　
修

選
択
必
修

選
　
択

自
己
開
発

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

保
育
・
幼
児
教
育
コ
ー

ス
／
初
等
教
育
コ
ー

ス

専
門
基
礎
科
目

※4

※保育・幼児教育コース必修科目

本科目は教職の「養護原理」兼ねる

※4

「特別支援教育概論」との共有科目。同時履修不可

※4

「教職実践演習」との共有科目。同時履修不可

2年次前・後期に、隔週で実施

専
門
学
術
科
目

※保育・幼児教育コース必修科目

専
門
基
礎
科
目

スポーツ健康学科科目

※4

「幼児理解」との共有科目。同時履修不可

※保育・幼児教育コース必修科目
「子どもの理解と援助」との共有科目。同時履修不可

※保育・幼児教育コース必修科目
※初等教育コース必修科目
※初等教育コース必修科目
「保育の心理学」との共有科目。同時履修不可

※4

「教育課程論」との共有科目。同時履修不可

※初等教育コース必修科目

※4

※4

※4

※4

※4
本科目は教職の「児童福祉」兼ねる

※4

※4

「教育心理学」との共有科目。同時履修不可

3年次前・後期に、隔週で実施

※4

※4

どちらか一方を選択どちらか一方を選択
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保育・幼児教育コース／初等教育コース

専門教育科目（その３）

前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

道徳教育の指導法 2 2 ◎

教育システム論 2 2 ○ ◎ ◎

特別支援教育概論 2 2 ◎ ◎

教育課程論 2 2 2 ◎ ◎

教育方法論（ICTの活用法及び指導法） 2 2 ○ ◎

教育方法論 2 2 ◎

特別活動・総合的な学習の時間の指導法 2 2 ◎

教育相談論 2 2 ◎ ◎

生徒・進路指導論 2 2 ◎

国語科研究 2 2 2 ○

算数科研究 2 2 2 ○

社会科研究 2 2 2 ○

理科研究 2 2 2 ○

音楽科研究 2 2 2 ○

図画工作科研究 2 2 2 ○

生活科研究 2 2 2 ○

体育科研究 2 2 2 ○

家庭科研究 2 2 2 ○

小学校英語研究 2 2 2 ○

国語科教育法 2 2 2 ◎

算数科教育法 2 2 2 ◎

社会科教育法 2 2 2 ◎

理科教育法 2 2 2 ◎

音楽科教育法 2 2 2 ◎

図画工作科教育法 2 2 2 ◎

生活科教育法 2 2 2 ◎

体育科教育法 2 2 2 ◎

家庭科教育法 2 2 2 ◎

小学校英語教育法 2 2 2 ◎

初等教育実習事前事後指導（幼） 2 1 1 ◎ 3年次前・後期に、隔週で実施

初等教育実習事前事後指導（小） 2 1 1 ◎ 3年次前・後期に、隔週で実施

初等教育実習Ⅰａ 2 4 ◎

初等教育実習Ⅱａ 2 4 ◎

初等教育実習Ⅰｂ 2 4 ◎

初等教育実習Ⅱｂ 2 4 ◎

教職研究Ⅰ 2 2

教職研究Ⅱ 2 2

教職実践演習（幼） 2 2 ◎

教職実践演習（小） 2 2 ◎

保育・幼児教育演習１ 2 2

保育・幼児教育演習２ 2 2

保育・幼児教育演習３ 2 2

保育・幼児教育演習４ 2 2

保育・幼児教育演習５ 2 2

保育・幼児教育演習６ 2 2

初等教育演習１ 2 2

初等教育演習２ 2 2

初等教育演習３ 2 2

初等教育演習４ 2 2

初等教育演習５ 2 2

初等教育演習６ 2 2

コース

科
目
分
類

授 業 科 目 

 単位数 授  業  時  間  数

保
育
士

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

備　　考必
　
修

選
択
必
修

選
　
択

自
己
開
発

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

初
等
教
育
コ
ー

ス

演
習
科
目

保
育
・
幼
児
教
育
コ
ー

ス
／
初
等
教
育
コ
ー

ス

専
門
学
術
科
目

専
門
学
術
科
目

保
育
・
幼
児
教
育
コ
ー

ス

演
習
科
目

小学校教諭免許状のみ取得希望者は両科目を履修
小学校と中学校の両教諭免許状を取得希望者につ
いては, ｢初等教育実習Ⅰb｣のみ履修する

専
門
基
礎
科
目

小学校教諭1種免許取得は10科目のうち５科
目以上選択必修

免許・資格取得に必要なもの

◎必修科目、○選択科目

●：各資格、免許を取得する学生は、必ず単位を修得しなければな
らない科目

※5

※初等教育コース必修科目
「保育の計画と評価」との共有科目。同時履修不可

「障害児保育」との共有科目。同時履修不可

「保育実践演習」との共有科目。同時履修不可

前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

人間学Ⅰ 2 2

人間学Ⅱ 2 2

ホスピタリティⅠ 2 2

ホスピタリティⅡ 2 2

ビジネス・コミュニケーションⅠ 2 2

ビジネス・コミュニケーションⅡ 2 2

ビジネス心理学Ⅰ 2 2

ビジネス心理学Ⅱ 2 2

インテリアデザインⅠ 2 2

基礎造形Ⅰ 2 4

基礎造形Ⅱ 2 4

基礎デザインⅠ 2 4

基礎デザインⅡ 2 4

工芸論 2 2

マンガ表現Ⅰ 2 2

マンガ表現Ⅱ 2 2

美術史Ⅰ 2 2

美術史Ⅱ 2 2

食生活学 2 2

イノベーション・マネジメント論 2 2

ホスピタリティビジネス入門Ⅰ 2 2

マーケティング論Ⅰ 2 2

経営管理Ⅰ 2 2

ホスピタリティビジネス入門Ⅱ 2 2

サービスマネジメント論 2 2

マーケティング論Ⅱ 2 2

経営分析Ⅰ 2 2

ブランド戦略論Ⅰ 2 2

ニュービジネス・クリエーション論 2 2

フードビジネス戦略論Ⅰ 2 2

経営分析Ⅱ 2 2

経営管理Ⅱ 2 2

ブランド戦略論Ⅱ 2 2

フードビジネス戦略論Ⅱ 2 2

環境マネジメント 2 2

食の安全性 2 2

食育支援の方法 2 2

傷病者の栄養 2 2

マーケット・リサーチ演習 2 2

生活経営学 2 2

ライフステージと栄養 2 2

地域の健康づくり 2 2

人間の尊厳と自立 2 2

人間関係とコミュニケーション 2 2

社会と制度の理解Ⅰ 2 2

社会と制度の理解Ⅱ 2 2

経営学基礎論 2 2 ○

観光経営学 2 2 ○

観光産業論 2 2 ○

国際経済学 2 2 ○

旅行業法 2 2 ○

アカデミック英語Ⅰ 1 2 ○

アカデミック英語Ⅱ 1 2 ○

ソーシャルメディア特論 2 2 ○

旅行業約款と実務 2 2 ○

英語コミュニケーションⅠ 1 2

英語コミュニケーションⅡ 1 2

アジア文化・言語論Ⅰ 2 2

アジア文化・言語論Ⅱ 2 2

備　考必
　
修

選
択
必
修

選
　
択

自
己
開
発

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 日
本
語
教
育

文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

国際教養コース 免許・資格取得
に必要なもの
◎必修科目
○選択科目

専門教育科目（その４）

コース 授 業 科 目 

 単位数 授  業  時  間  数
旅
行
業
務
取

扱
管
理
者

科
目
分
類

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

造
形
表
現

専
門
基
礎
科
目

分
析
科
学

国
際
教
養
コ
ー

ス

専
門
学
術
科
目
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前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

人間学Ⅰ 2 2

人間学Ⅱ 2 2

ホスピタリティⅠ 2 2

ホスピタリティⅡ 2 2

ビジネス・コミュニケーションⅠ 2 2

ビジネス・コミュニケーションⅡ 2 2

ビジネス心理学Ⅰ 2 2

ビジネス心理学Ⅱ 2 2

インテリアデザインⅠ 2 2

基礎造形Ⅰ 2 4

基礎造形Ⅱ 2 4

基礎デザインⅠ 2 4

基礎デザインⅡ 2 4

工芸論 2 2

マンガ表現Ⅰ 2 2

マンガ表現Ⅱ 2 2

美術史Ⅰ 2 2

美術史Ⅱ 2 2

食生活学 2 2

イノベーション・マネジメント論 2 2

ホスピタリティビジネス入門Ⅰ 2 2

マーケティング論Ⅰ 2 2

経営管理Ⅰ 2 2

ホスピタリティビジネス入門Ⅱ 2 2

サービスマネジメント論 2 2

マーケティング論Ⅱ 2 2

経営分析Ⅰ 2 2

ブランド戦略論Ⅰ 2 2

ニュービジネス・クリエーション論 2 2

フードビジネス戦略論Ⅰ 2 2

経営分析Ⅱ 2 2

経営管理Ⅱ 2 2

ブランド戦略論Ⅱ 2 2

フードビジネス戦略論Ⅱ 2 2

環境マネジメント 2 2

食の安全性 2 2

食育支援の方法 2 2

傷病者の栄養 2 2

マーケット・リサーチ演習 2 2

生活経営学 2 2

ライフステージと栄養 2 2

地域の健康づくり 2 2

人間の尊厳と自立 2 2

人間関係とコミュニケーション 2 2

社会と制度の理解Ⅰ 2 2

社会と制度の理解Ⅱ 2 2

経営学基礎論 2 2 ○

観光経営学 2 2 ○

観光産業論 2 2 ○

国際経済学 2 2 ○

旅行業法 2 2 ○

アカデミック英語Ⅰ 1 2 ○

アカデミック英語Ⅱ 1 2 ○

ソーシャルメディア特論 2 2 ○

旅行業約款と実務 2 2 ○

英語コミュニケーションⅠ 1 2

英語コミュニケーションⅡ 1 2

アジア文化・言語論Ⅰ 2 2

アジア文化・言語論Ⅱ 2 2

備　考必
　
修

選
択
必
修

選
　
択

自
己
開
発

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 日
本
語
教
育

文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

国際教養コース 免許・資格取得
に必要なもの
◎必修科目
○選択科目

専門教育科目（その４）

コース 授 業 科 目 

 単位数 授  業  時  間  数
旅
行
業
務
取

扱
管
理
者

科
目
分
類

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

造
形
表
現

専
門
基
礎
科
目

分
析
科
学

国
際
教
養
コ
ー

ス

専
門
学
術
科
目
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前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

スポーツ社会学 2 2

武道（剣道） 1 2

スポーツ経営学概論 2 2

スポーツ史 2 2

スポーツと法学 2 2

地域スポーツ経営論 2 2

国際教養基礎論Ⅰ 2 2

国際教養基礎論Ⅱ 2 2

国際教養特論Ⅰ 2 2

国際教養特論Ⅱ 2 2

異文化コミュニケーション論 2 2 ○

比較文化論 2 2 ○

日本文化特論Ⅰ 2 2 ○

日本文化特論Ⅱ 2 2 ○

日本語コミュニケーションⅠ 1 2 ○

日本語コミュニケーションⅡ 1 2 ○

日本語学概論 2 2 ◎

日本語教育学概論 2 2 ◎

第二言語習得論 2 2 ◎

日本語教育方法論 2 2 ◎

日本語教育実習 1 2 ◎

国際教養演習１ 2 2

国際教養演習２ 2 2

国際教養演習３ 2 2

国際教養演習４ 2 2

国際教養演習５ 2 2

国際教養演習６ 2 2

国際教養コース 免許・資格取得
に必要なもの
◎必修科目
○選択科目

専門教育科目（その５）

コース

科
目
分
類

※6

※6

※6

授 業 科 目 

 単位数 授  業  時  間  数

備　考必
　
修

選
択
必
修

選
　
択

自
己
開
発

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 日
本
語
教
育

旅
行
業
務
取

扱
管
理
者

N2以上の学生のみ受講可

日
本
語
教
育

演
習
科
目

ス
ポ
ー

ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

国
際
教
養
コ
ー

ス

専
門
学
術
科
目

専門教育科目（その６）

前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

情報リテラシ 2 2 2 ◎ ◎

人間科学基礎演習 2 2

専門英語I 2 2

専門英語II 2 2

専門英語III 2 2

海外研修Ⅰ 1

海外研修Ⅱ 1

海外留学1～24 24

卒業研究 8 ○

専門共有科目1 1

専門共有科目2 1

専門共有科目3 1

専門共有科目4 1

専門共有科目5 1

専門共有科目6 1

専門共有科目7 1

専門共有科目8 1

専門共有科目9 1

専門共有科目10 1

専門共有科目11 1

専門共有科目12 1

専門共有科目13 1

専門共有科目14 1

専門共有科目15 1

専門共有科目16 1

専門共有科目17 1

専門共有科目18 1

専門共有科目19 1

専門共有科目20 1

注１．各コースの必修科目は、コース所属学生の必修とする。

注３．卒業研究は３年半の就学期間を経た者のみ履修できる。

注４．保育・幼児教育コース以外の学生がこの科目を履修した場合は自己開発科目として単位認定され、卒業に必要な単位とはならない。

注５．初等教育コース以外の学生がこの科目を履修した場合は自己開発科目として単位認定され、卒業に必要な単位とはならない。

注６．国際教養コース以外の学生がこの科目を履修した場合は自己開発科目として単位認定され、卒業に必要な単位とはならない。

必
　
修

選
択
必
修

※2

３年次

履修要件については別途定める。

１年次自
己
開
発

公
認
心
理
師

備　　考

注２．幼稚園教諭、小学校教諭免許状を取得する場合、「情報リテラシ」は「PCⅠ」に読み替えられる。

学科共通

保
育
士

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

コース

科
目
分
類

授 業 科 目 の 名 称

 単位数 授  業  時  間  数

選
　
択

４年次

日本人学生のみ必修とする。
履修要件については別途定める。

２年次

学
科
共
通

※3

他
学
科
関
連
科
目

他学部・他学科の開設する専門科目を
20単位まで履修できる。
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専門教育科目（その６）

前 後 前 後 前 後 前 後

期 期 期 期 期 期 期 期

情報リテラシ 2 2 2 ◎ ◎

人間科学基礎演習 2 2

専門英語I 2 2

専門英語II 2 2

専門英語III 2 2

海外研修Ⅰ 1

海外研修Ⅱ 1

海外留学1～24 24

卒業研究 8 ○

専門共有科目1 1

専門共有科目2 1

専門共有科目3 1

専門共有科目4 1

専門共有科目5 1

専門共有科目6 1

専門共有科目7 1

専門共有科目8 1

専門共有科目9 1

専門共有科目10 1

専門共有科目11 1

専門共有科目12 1

専門共有科目13 1

専門共有科目14 1

専門共有科目15 1

専門共有科目16 1

専門共有科目17 1

専門共有科目18 1

専門共有科目19 1

専門共有科目20 1

注１．各コースの必修科目は、コース所属学生の必修とする。

注３．卒業研究は３年半の就学期間を経た者のみ履修できる。

注４．保育・幼児教育コース以外の学生がこの科目を履修した場合は自己開発科目として単位認定され、卒業に必要な単位とはならない。

注５．初等教育コース以外の学生がこの科目を履修した場合は自己開発科目として単位認定され、卒業に必要な単位とはならない。

注６．国際教養コース以外の学生がこの科目を履修した場合は自己開発科目として単位認定され、卒業に必要な単位とはならない。

必
　
修

選
択
必
修

※2

３年次

履修要件については別途定める。

１年次自
己
開
発

公
認
心
理
師

備　　考

注２．幼稚園教諭、小学校教諭免許状を取得する場合、「情報リテラシ」は「PCⅠ」に読み替えられる。

学科共通

保
育
士

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

コース

科
目
分
類

授 業 科 目 の 名 称

 単位数 授  業  時  間  数

選
　
択

４年次

日本人学生のみ必修とする。
履修要件については別途定める。

２年次

学
科
共
通

※3

他
学
科
関
連
科
目

他学部・他学科の開設する専門科目を
20単位まで履修できる。
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